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はじめに
　本研究では富士山静岡空港における空間活用の調査を行い、静岡特有の魅力や景観要素を調査し、研究
対象として富士山静岡空港メインアプローチ道路を設定し計画を行う。
　調査としてこれまで「景観調査」「現地調査」「事例調査」と大きく３つに分けて調査を行った。計画し
ていくために調査から得られた景観要素の抽出を行う。
広範囲から抽出した景観要素
■静岡の景観
　富士山静岡空港は牧ノ原台地の端に位置し、大
井川の影響により高低差のある土地のため邪魔す
るもの無く遠景を取り込める。
■４つの道
　富士山静岡空港の行う地域連携の観光の道。メ
インアプローチ北側は展望を重視した「空の道」
南側は里山風景の復元を目指す里山の遊歩道「茶
の道」となっている。
■植栽計画
　静岡の温暖な気候では季節が曖昧となるが、静
岡ならではの果実をつける植栽を使用する事によ
り長期間植栽を彩る事が出来る。また、富士山静
岡空港の行っている既存樹種の植栽がある。これ
は生息するオオタカ等の貴重な動植物保護などを
目的としている。
■事例比較
　富士山静岡空港のアプローチ道路は他に比べ短
いが南側が元の山の形状のために変化に富んでい
る。他の空港ではアプローチ道路から滑走路等を
見えるよう計画されているが富士山静岡空港では
設計時に出来た切土や盛土があり、景観が悪い。
狭い範囲から抽出した景観要素
■アプローチ西側交差点
　西側交差点は空港へ向かう３本の道路が交わ
りメインアプローチへ繋がる交差点。
３本の道路は全て周囲を空港建設時の切土や盛
土、森に囲まれていて視界が遮られているが、
交差点に入ると視界が開け周囲を見渡せる。
ここを起点にアプローチの景観計画を行う。
■南側の森が近づくポイント
　アプローチ南側は里山再現に力を入れた「茶
の道」となっているが、現状この森のメインア
プローチ付近は切土部分が植栽されず雑草が生
い茂った状態にある。
■スラローム箇所
　ただの直線で無くスラロームしている事で視
線が切り替わる個所となっている。富士山静岡
空港もこの個所に桜並木の植栽を行っている事
から人々の気持ちが切り替わるポイントとして
いる事が分かる。
■空港駐車場前交差点
空港前の最後の交差点で周囲を駐車場に囲まれ
ている。眼を引くものを配置し、直感的に空港
や地域の魅力を伝える事が出来るのではないか。
提案、コンセプト
北側
アプローチ北側は展望を意識した「空の道」となっ
ているので、現状富士山を見えなくしている原因
である法面の土砂を削りアプローチ道路から富士
山が見える形をとる。その上で富士山の方向に向
けミカンの木を列に植えることで富士山を意識し
た植栽計画とする。また、富士山静岡空港の行っ
ている「ヤギの放牧」による除草コスト削減を採
用し、放牧されたヤギも景観の中に取り込む。
中央分離帯
中央分離帯では左右非対称がより鮮明に現れるよ
う左右のどちらとも似ない植栽計画を行う。空港
の周囲でも栽培されている茶ノ木を畝の形ではな
く点々 10m ごと植栽していく。これは道路の中
心性を出すだけでなく、茶ノ木本来の姿を観光客
に伝える事。またアプローチの終着点である空港
前の交差点では「大茶樹」といわれる大きく育っ
た茶ノ木を配置することでインパクトを出す。
南側
南側は里山風景の復元を目的とした「茶の道」と
なっているので、現状で植栽の行われていない個
所を既存樹種で植栽していく。これは北側のミカ
ンの列とは違い自然の森となる事で左右非対称な
形になる事を計画している。
また南側の歩道は現在ほとんど使われていない事
が判明しているため、歩道にも既存樹種の植栽を
行い森がアプローチ道路のすぐそばまで近づいて
くるように計画する。これにより歩道部分は林の
中の遊歩道となり「茶の道」本来のコンセプトに
沿った計画とする。
以上により富士山静岡空港メインアプローチにお
いて都市の範囲から景観要素を抽出し、メインア
プローチにおける必然から計画を行ったことで、
空港利用者に静岡の魅力を伝える事の出来る景観
計画が可能になった。
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景観特性の抽出より南北で大きく景観要素が変わる」ため左右非対称な形で計画を行う。
